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文教民生委員会・分科会次第  

 

          日時：2026年３月 16日（月）13:00 ～ 

                     場所：第２委員会室  

 

１ 開 会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協議事項 

⑴ 付託・分担案件の審査(別紙 議案付託表・分科会分担表) 

  ア 分科会審査 

  イ 委員会審査 

 

⑵ 意見・要望のまとめ 

ア 分科会意見・要望のまとめ 

イ 委員会意見・要望のまとめ 

 

⑶ その他 

 

４ 報告事項 

 ⑴ 豊岡市新型インフルエンザ等対策行動計画の改定について 

  

 

５ その他 

  次回の委員会の開催について 

⑴ 日時：３月 17 日（火）９時 30 分～ 

⑵ 場所：第２委員会室 

 

６ 閉 会 



令和８年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託表 

 

【文教民生委員会】 

第５号議案 工事請負契約の締結について 

第６号議案 工事請負契約の締結について 

第９号議案 豊岡市高齢期移行者医療費の助成に関する条例等の一部を改正する

条例制定について 

第10号議案 豊岡市こども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例制定

について 

第12号議案 豊岡市立保育所の設置及び管理に関する条例及び豊岡市立認定こど

も園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て 

第13号議案 豊岡市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例制

定について 

第16号議案 令和７年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算

（第４号） 

第17号議案 令和７年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正予算

（第３号） 

第18号議案 令和７年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号） 

第19号議案 令和７年度豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

第20号議案 令和７年度豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第５号） 

第21号議案 令和７年度豊岡市霊苑事業特別会計補正予算（第２号） 

第27号議案 令和８年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 

第28号議案 令和８年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算 

第29号議案 令和８年度豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

第30号議案 令和８年度豊岡市介護保険事業特別会計予算 

第31号議案 令和８年度豊岡市診療所事業特別会計予算 

第32号議案 令和８年度豊岡市霊苑事業特別会計予算 

第37号議案 豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 

 

【文教民生分科会】 

報告第２号 専決処分したものの承認を求めることについて 

 専決第２号  令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

第15号議案 令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

第26号議案 令和８年度豊岡市一般会計予算 



令和８年３月定例会 

文教民生委員会・分科会 審査日程表（案） 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（青字：委員会、赤字：分科会） 

 

３月16日（月） 

13：00～ 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【くらし創造部】 

 生活環境課 

 

【市民部】 

窓口サービス課 

国保・年金課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

健康増進課 

 

【こども未来部】 

こども未来課 

 こども支援課 

 

【観光文化部】 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

 教育施設課 

学校教育課 

幼児育成課 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関係部署のみ】 

 

 

【委員のみ】 

 

 

説明・質疑・賛否の確認 

○分報２専 決処分したものの承認を求めることについて 

（専２）令和７年度豊岡市一般会計補正予算（第10号） 

○分第15号議案 ⑦豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

 

・・・・・・・当 局 職 員 一 部 退 席・・・・・・・・・・・・ 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第５号議案 工事請負契約の締結について 

〇第６号議案 工事請負契約の締結について 

〇第９号議案 豊岡市高齢期移行者医療費の助成に関する条例等の一

部を改正する条例制定について 

〇第10号議案 豊岡市こども医療費の助成に関する条例の一部を改正

する条例制定について 

〇第12号議案 豊岡市立保育所の設置及び管理に関する条例及び豊岡

市立認定こども園の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例制定について 

〇第13号議案 豊岡市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を

定める条例制定について 

〇第16号議案 ⑦豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正

予算（第４号） 

〇第17号議案 ⑦豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）補正

予算（第３号） 

〇第18号議案 ⑦豊岡市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号） 

〇第19号議案 ⑦豊岡市介護保険事業特別会計補正予算（第５号） 

〇第20号議案 ⑦豊岡市診療所事業特別会計補正予算（第５号） 

〇第21号議案 ⑦豊岡市霊苑事業特別会計補正予算（第２号） 

〇第37号議案 豊岡市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

について 

 

・・・・・・・・・・・当 局 職 員 退 席・・・・・・・・・・・・ 

 

《報告事項》  

〇 豊岡市新型インフルエンザ等対策行動計画の改定について 

                        （健康増進課） 

意見・要望のまとめ 

《第15号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第５,６,９,10,12,13,16～21,37号議案：委員会審査意見、要望等の

まとめ》 

 

 



 

審査日程 所 管 部 等 名 審 査 区 分（青字：委員会、赤字：分科会） 

 

３月17日（火） 

９：30～ 

 

第２委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：00～ 

 

【くらし創造部】 

 生活環境課 

 

【市民部】 

窓口サービス課 

国保・年金課 

 

【健康福祉部】 

社会福祉課 

高年介護課 

福祉監査課 

健康増進課 

 

【各振興局】 

市民福祉課 

 

 

説明・質疑 

○分第26号議案 ⑧豊岡市一般会計予算 

 

 

 

 

・・・・・・・当 局 職 員 一 部 退 席・・・・・・・・・・・・ 

 

個別に説明・質疑・討論・表決 

〇第27号議案 ⑧豊岡市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）予算 

〇第28号議案 ⑧豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘定）予算 

〇第29号議案 ⑧豊岡市後期高齢者医療事業特別会計予算 

〇第30号議案 ⑧豊岡市介護保険事業特別会計予算 

〇第31号議案 ⑧豊岡市診療所事業特別会計予算 

〇第32号議案 ⑧豊岡市霊苑事業特別会計予算 
 

 

【こども未来部】 

こども未来課 

こども支援課 

 

【観光文化部】 

文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課 

新文化会館整備推進室 

 

【教育委員会】 

教育総務課 

教育施設課 

学校教育課 

幼児育成課 

 

 

説明・質疑 

○分第26号議案 ⑧豊岡市一般会計予算 

 

 

説明・質疑 

○分第26号議案 ⑧豊岡市一般会計予算 

 

 

説明・質疑 

○分第26号議案 ⑧豊岡市一般会計予算 

 

【委員のみ】 

 

賛否の確認 

○分第26号議案 ⑧豊岡市一般会計予算 

 

意見・要望のまとめ 

《第26号議案：分科会審査意見、要望等のまとめ》 

《第27～32号議案：委員会審査意見、要望等のまとめ》 

 

《閉会中の継続審査の申し出について》 

 

《管外行政視察について》 
 

※ ○分（赤字）は予算決算委員会 文教民生分科会分担議案、○（青字）は文教民生委員会 付託

議案です。 



【委　　員】

7 名

【当　　局】出席者に着色をしています。

9 9

8 名 11 名

【事 務 局】 43 名

合計 51 名

2026.3.16

職　 名 氏　　　　名

委　員　長 石　田　　　清

委　　　員 谷　出　裕　子

委　　　員 中　尾　浩　二

委　　　員 義　本　みどり

副 委 員 長 小　森　弘　詞

委　　　員 岡　本　昭　治

委　　　員 北　原　大　策

職   名 氏　名 職   名 氏　名

くらし創造部 生活環境課長 和田　哲也 こども未来部 こども未来部長 小野　弘順

丸谷　祐二

生活環境課参事 小崎　新子 こども未来課長 若森和歌子

市民部 市民部長 植田　教夫 こども未来課参事

城崎振興局 市民福祉課長 惠後原博美 原田　泰三

国保・年金課長 坪内　淳子 観光文化部 観光文化部長 太田垣健二

            文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課長

窓口サービス課長 谷垣　卓宏 部次長兼 こども支援課長 吉本　　努

竹野振興局 市民福祉課長 大谷　賢司             文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事 福井　孝道

日高振興局 局参事兼市民福祉課長 山口　繁樹             文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事 小川　一昭

 部次長兼 新文化会館整備推進室長 村田　一紀

職   名 氏　名 職   名 氏　名

出石振興局 市民福祉課長 成田　和博             文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事 武縄　真明

但東振興局 市民福祉課長 松井　郁子             文化・ｽﾎﾟｰﾂ振興課参事 吉岡　和彦

健康福祉部参事 若森　洋崇 教育総務課長 川崎　智朗

健康福祉部 健康福祉部長 原田　政彦 教育委員会 教育次長 永井　義久

社会福祉課参事 神谷　謙二 教育総務課参事 本庄　　昇

社会福祉課長 梶原　博和 教育総務課参事 旭　和則

高年介護課参事 木内　純子 教育施設課参事 加藤　哲夫

部次長兼 高年介護課長 定元　秀之 教育施設課長 谷口　祥規

健康増進課長 宮野　千晶 学校教育課参事 服部　　隆

福祉監査課長 橋本　明宏 学校教育課参事 吉谷　孝憲

高年介護課参事 玉島　正雄 学校教育課長 寺坂　浩司

職   名 氏　名

議会事務局主幹 中川　光典

武田　満之 幼児育成課長 向原　芳江

澤口久美子 幼児育成課参事 三輪　純子

健康増進課参事

健康増進課参事

文 教 民 生 委 員 会 名 簿



 1 

午後０時５４分開会 

○委員長（石田  清） ただいまから文教民生委員

会を開会いたします。 

 皆さん、３月議会に入りまして、度々議会のほう

へもお越ししていただいて、いろいろな説明、ある

いは議論がされております。議長も言ってましたけ

ども、なかなかいい議論が行われているということ

ですので、引き続き委員会の中においても、また、

次の本会議の中においても、皆さんの努力、それか

ら、我々としても一生懸命お聞きしたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、今日と明日、２日間の審査の予定につ

いてお知らせします。委員の皆さんは、ＳｉｄｅＢ

ｏｏｋｓ、フォルダー、文教民生委員会、２０２６、

３月１６日の中に配信しております審査日程表を

ご覧ください。 

 本日の審査の順序は、それらの審査日程表のとお

り、議案の順序を入れ替え、当分科会に分担された

専決を含めた一般会計補正予算の分科会審査を行

い、その後、委員会審査に切り替え、契約の締結、

条例制定及び特別会計補正予算など、当委員会に付

託された議案の審査を行います。 

 なお、当局出席者につきましては、分科会審査が

終了した時点で、その後の議案に関係のない部署に

ついてはご退席いただきます。 

 その後、報告事項を挟み、続いて、委員のみで協

議事項（２）番以降の意見・要望のまとめを行う予

定としております。 

 明日、１７日は、第２６号議案、令和８年度豊岡

市一般会計予算について、部ごとに午前、午後に分

かれて説明、質疑を行い、委員会付託された第２７

号議案から第３２号議案までの各特別会計予算、計

６件については、午前中に説明、質疑、討論、表決

を行います。 

 以上、審査日程につきましてご異議ございません

でしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 異議なしと認め、そのよう

に決定しました。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、説明、質疑、答弁

に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて、簡

潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別のご

協力をお願いいたします。 

 また、発言の際は、必ず最初に課名と名字をお願

いします。 

 ここで、委員会を暫時休憩します。 

午後０時５６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後０時５６分 分科会開会 

○分科会長（石田  清） ただいまより文教民生分

科会を開会します。 

 これより協議事項（１）番、付託・分担案件の審

査に入ります。 

 まず、報告第２号、専決処分したものの承認を求

めることについて、専決第２号、令和７年度豊岡市

一般会計補正予算（第１０号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課、川崎課長。 

○教育総務課長（川崎 智朗） 議案書１７ページを

ご覧ください。一番下の表です。図書館管理費の除

雪業務の委託料６万６，０００円です。図書館本館

駐車場の除雪に係る委託料でございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 賛否の確認をいたします。 

 本案について、賛成とする方は挙手をお願いしま

す。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（石田  清） 全員賛成と認めます。 

 次に、第１５号議案、令和７年度豊岡市一般会計

補正予算（第１１号）を議題といたします。 

 当局の説明は、組織順の課単位で、所管に係る歳

出、続いて歳入の順で一気に説明をお願いします。

説明に当たっては、資料のページ番号をお知らせく

ださい。 

 質疑は、全ての部署の説明の後に一括して行いま
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す。 

 十分な質疑時間を確保するため、当局には、不用

額等の減額の場合は高額な部分、また、特に必要が

あると思われる部分を説明いただくよう依頼して

おり、そのような部分がない部署からは説明があり

ませんので、委員の皆さんはそのようにご理解願い

ます。 

 それでは、くらし創造部。 

 まず、生活環境課、和田課長。 

○生活環境課長（和田 哲也） 第１５号議案、令和

７年度豊岡市一般会計補正予算（第１１号）でござ

いますが、生活環境課分につきましては、全て減額

補正となっています。 

 議案書２４９ページをご覧ください。説明欄、下

から３つ目の枠、斎場管理費です。業務委託料を１，

２１７万８，０００円減額していますが、内訳とし

て、火葬等業務が入札執行に伴い、１，２４７万５，

０００円の減額、除雪業務が２９万７，０００円の

増額で、差引き１，２１７万８，０００円の減額と

なっています。 

 その他の事業では、執行見込みの精査や入札執行

に伴い、不用額を減額しています。 

 説明は以上です。 

○分科会長（石田  清） 次に、市民部、お願いし

ます。 

 窓口サービス課、谷垣課長。 

○窓口サービス課長（谷垣 卓宏） それでは、歳出

からご説明いたします。議案書２３３ページをご覧

ください。一番下の表の説明欄、下から３行目、戸

籍住民基本台帳事務費１，４１８万１，０００円の

減額は、決算見込みによるものです。 

 続いて、２３５ページをご覧ください。一番上の

表の説明欄、上から４行目、中長期在留者居住地届

出等事務費３３万３，０００円の減額も決算見込み

によるものです。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入です。２０３ページをご覧くだ

さい。一番下の表の説明欄、上から２行目、社会保

障・税番号制度システム整備費補助金４３６万８，

０００円の減額は、決算見込みによる補助金額の確

定による減額でございます。 

 続きまして、２０５ページをご覧ください。一番

下の表の説明欄、中長期在留者居住地届出等事務委

託金３３万３，０００円の減額は、委託費確定に伴

う減額でございます。 

 窓口サービス課は以上です。 

○分科会長（石田  清） 次に、国保・年金課、坪

内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） それでは、国保・

年金分をご説明いたします。 

 まず、歳出です。議案書の２３９ページをご覧く

ださい。説明欄下段の表の一番上の枠内の真ん中辺

り、国民健康保険事業特別会計（事業勘定）繰出金

１，４６１万４，０００円の減額は、国保特別会計

の保険基盤安定事業等の決算見込みによるもので

す。 

 次に、２４１ページをご覧ください。説明欄の上

から３枠目の乳幼児等医療費助成事業費４２６万

８，０００円の減額は、業務委託料の不用額を減額

するものです。 

 その下のこども医療費助成事業費１，０００万円

の増額は、扶助費の実績見込みによるものでござい

ます。 

 次に、２４３ページをご覧ください。説明欄の一

番上、後期高齢者医療事業特別会計繰出金１，４０

４万９，０００円の減額は、後期高齢者医療事業費

特別会計における保険基盤安定事業等の決算見込

みによるものでございます。 

 次に、２４５ページをご覧ください。説明欄の一

番上の枠内、３行目、児童手当給付事業費９，７５

５万１，０００円の減額は、児童手当の給付実績見

込みによる不用額を減額するものでございます。 

 次に、２４９ページをご覧ください。説明欄一番

上の枠内、真ん中辺りの母子保健事業費のうちの未

熟児養育医療助成金２０６万円の減額につきまし

ても、未熟児養育医療の実績見込みによる不用額を

減額するものでございます。 

 歳出は以上です。 
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 次に、歳入です。当課所管の補正計上額は、全て

決算見込みによる増額、または歳出に伴う国県負担

金の補助金の増減額となります。 

 補正する予算科目につきましては、まず、２０３

ページに戻っていただきまして、３段目の表の説明

欄の一番上の枠内、２行目、国民健康保険基盤安定

費負担金９９万２，０００円の減額、その下、２行

下の国民健康保険未就学児均等割保険料負担金１

万６，０００円の増額、その下の国民健康保険産前

産後保険料負担金２６万２，０００円の減額、その

下、児童手当負担金８，２４４万５，０００円の減

額、その下の養育医療事業費負担金９５万円の減額、

続きまして、２０７ページの２段目、説明欄、一番

上の国民健康保険基盤安定負担金９４５万６，００

０円の減額、その３行下の国民健康保険未就学児均

等割保険料負担金８，０００円の増額、その下、国

民健康保険産前産後保険料負担金１３万１，０００

円の減額、その下の後期高齢者医療基盤安定費負担

金１，０１５万８，０００円の減額、その下、児童

手当負担金７５５万３，０００円の減額、これらに

つきましては、それぞれ決算見込みによる国県の負

担金の補正となります。 

 続きまして、同じく２０７ページの一番下の段の

２枠目、こども医療費助成事業費補助金５５０万円

の増額につきましては、こども医療費助成事業の補

正額に伴う県の補助金となります。 

 国保・年金課分は以上です。 

○分科会長（石田  清） 続いて、健康福祉部、お

願いします。 

 社会福祉課、梶原課長。 

○社会福祉課長（梶原 博和） それでは、健康福祉

部社会福祉課の歳出から説明させていただきます。

まず、議案書の２３９ページをご覧ください。２つ

目の表の１つ目の枠の１０行目になります。特別障

害者手当等運営対策事業費の障害児福祉手当、特別

障害者手当１６３万７，０００円の減額、そして、

同じ枠の下から３行目の定額減税補足給付金支給

事業費の交付金３，５００万円の減額につきまして

は、いずれも事業費の実績見込みによる減額するも

のになります。 

 次の枠の１行目、身体障害者福祉事業費になりま

す。２行目の自動車借り上げ料の１４４万９，００

０円の減額につきましては、こちらにつきましては、

福祉タクシー等共通利用券助成事業の実績見込み

による減額するものになります。 

 その下の補助金３４６万８，０００円の減額につ

きましては、障害者福祉施設整備事業費及び医療支

援型グループホーム運営支援事業費の実績見込み

による減額するものになります。なお、施設整備事

業費補助金につきでは、今年度は最終年度になって

おります。 

 同じく３つ目の枠の知的障害者福祉費の財源更

正につきましては、北但広域療育センターの特殊浴

槽の更新に伴いまして、合併特例債を活用すること

に加えまして、地域生活支援事業の国県補助金の減

額等により、財源の内訳を更正するものです。 

 次に、２４１ページをご覧ください。１つ目の表

の４つ目の枠、４行目になります。障害者基幹相談

支援事業費補助金３３３万４，０００円の減額につ

きましては、計画相談支援推進事業費の実績見込み

により減額するものになります。 

 続きまして、その下の５つ目の枠の１行目になり

ます。自立相談支援事業費４４万８，０００円の減、

４行目の住居確保給付金支給事業費の４５万円の

減につきましては、国の精算方式に合わせまして財

源を更正するものと、事業費の見込みにより精算す

るものになっております。 

 続きまして、２４７ページをご覧ください。１つ

目の表の１つ目と２つ目の枠の財源更正につきま

しては、生活保護措置費の県負担金が増額すること

などにより、財源の内訳を変更するものになります。 

 歳出は以上になりまして、次に、歳入になります。

少し戻っていただきまして、２０５ページをご覧く

ださい。１つ目の表の１つ目の枠の１行目、障害者

地域生活支援事業費補助金２，２９８万５，０００

円の減額につきましては、補助率の減と補助対象経

費の減額により国の補助金が減となったため、減額

補正するものになっております。 
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 次に、２０７ページをご覧ください。３つ目の表

の２つ目の枠、４行目になります。こちらも障害者

地域生活支援事業費の補助金１，１４９万２，００

０円の減額につきましては、先ほど説明しました国

補助金の、県補助金の分になります。 

 続きまして、２１３ページをご覧ください。３つ

目の表の２つ目の枠、福祉基金繰入金３，８０万２，

０００円の減につきましては、先ほど説明いたしま

した身体障害者福祉事業費の障害者福祉施設整備

事業費補助金と障害者基幹相談事業費の計画相談

支援推進事業費補助金に充当する福祉基金の減額

に伴い減額するものになります。 

 最後に、地方債の補正になります。２１９ページ

をご覧ください。表の１つ目の枠、１行目、社会福

祉施設整備事業債の特殊浴槽４５０万円につきま

しては、先ほど説明いたしました北但広域療育セン

ターの特殊浴槽更新に係るもので、合併特例債を活

用するものになります。 

 社会福祉課からの説明は以上になります。 

○分科会長（石田  清） 次に、高年介護課、玉島

参事。 

○高年介護課参事（玉島 正雄） それでは、２４０

ページ、２４１ページをご覧ください。下段の表、

説明欄、下から５行上、高年齢者就業機会確保事業

費２１１万１，０００円の減額は、不用額を減額す

るものです。 

 その下、介護保険事業特別会計繰出金２，１９２

万２，０００円の減額は、第１９号議案で上程して

います令和７年度豊岡市介護保険事業特別会計補

正予算（第５号）の一般会計繰入金の減額に対する

ものです。 

 続いて、２４２、２４３ページをご覧ください。

上段の表、２枠目の１行目、緊急通報システム整備

事業費２８０万円の減額から４枠目の民間老人福

祉施設助成事業費４，８６４万６，０００円までの

減額につきましては、実績見込みによるものです。 

 歳出は以上です。 

 続いて、歳入です。２０６、２０７ページをご覧

ください。下段の表の説明欄、３枠目の人生いきい

き住宅助成事業費補助金、地域介護拠点整備費補助

金、定期巡回・随時対応サービス事業者参入促進事

業費補助金のそれぞれの減額は、２４３ページの歳

出で説明しました事業の実績見込みに伴う県補助

金の減額です。 

 続いて、２１４、２１５ページをご覧ください。

下段の表の説明欄、３枠目の下から７行上の利用者

負担金の生きがい活動支援通所事業３６万２，００

０円、緊急通報システム２４万２，０００円の減額

については、同じく２４３ページの歳出で説明しま

した事業の実績見込みに伴う利用者負担金の減額

です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（石田  清） 続いて、健康増進課、宮

野課長。 

○健康増進課長（宮野 千晶） それでは、２３９ペ

ージをご覧ください。健康増進課の歳出の補正で、

主なものについてご説明いたします。２番目の枠の

真ん中辺り、国民健康保険事業特別会計（直診勘定）

繰出金９４２万２，０００円ですが、資母診療所の

決算見込みにより繰出金を減額するものです。 

 次に、２４７ページをお願いします。一番下の枠

の一番上、保健センター運営費の物価高騰対策支援

金２，３７３万１，０００円につきましては、予算

を計上しましたが、県と交付目的が重複することか

ら、市の支給は取りやめ、予算の執行を停止するこ

とにしたため、全額を減額するものです。 

 その下、総合健康ゾーン健康増進施設管理費８６

８万円は、決算見込みにより光熱水費及び整備工事

費を減額するものです。 

 次に、２４９ページをお願いします。一番上の枠、

健康診査事業費１，５０３万２，０００円ですが、

主にすこやか市民健診業務委託料の減額、その少し

下、歩いて暮らすまちづくり推進事業費１５９万６，

０００円の減額は、決算見込みによるものです。 

 次に、下から３つ目の枠、公立豊岡病院組合負担

金ですが、分賦金確定額が当初予算より３９４万４，

０００円の増額となりましたが、但馬救命救急セン

ター工事の遅れにより、負担金が１，５３０万円減
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額となったため、１，１３５万６，０００円を減額

するものです。 

 一番下の行、診療所事業特別会計繰出金につきま

しては、各診療所の決算見込みにより繰出金を減額

するものです。 

 歳出は以上です。 

 続きまして、歳入の主なものですが、２０９ペー

ジをお願いします。上から２つ目の枠、健康増進事

業費補助金２４０万円は、歳出で説明しましたすこ

やか市民健診業務等の事業費減額に伴い、県補助金

を減額するものです。 

 次に、２１３ページをお願いします。一番上の行、

一般寄附金のうち１０１万９００円が、私の地元応

援募金としまして明治安田生命保険相互会社様か

ら寄附をいただいたものです。 

 次に、２１５ページをお願いします。３つ目の枠

の上から２つ目、各種検診弁償金３９万３，０００

円ですが、すこやか市民健診業務の決算見込みによ

り検診弁償金を増額するものです。増額となりまし

たのは、腹部超音波検査を偶数年齢のみ対象として

いましたが、基数年齢も対象としたことにより、受

診者が増えたことによるものです。 

 一番下の行、総合健康ゾーン健康増進施設につき

ましては、決算見込みにより、事業者から光熱水費

等使用者負担金７５８万６，０００円を減額するも

のです。 

 次に、２１７ページをお願いします。上の大きな

枠の下から３行目、医師修学資金貸付金返納金２，

６４４万円は、精算見込みにより補正するものです。 

 次に、２１９ページをお願いします。上から３つ

目の枠、保健施設整備事業債は、但馬救命救急セン

ター整備に係るもの、総合健康ゾーン整備に係るも

のについて、市債を減額いたします。 

 次に、地方債補正について説明しますので、１８

９ページをお願いいたします。下の枠、上から９行

目、保健施設整備事業債は、但馬救命救急センター

整備に係るもの、その２つ下、総合健康ゾーン整備

に係るものについて、市債を減額いたします。 

 健康福祉部は以上です。 

○分科会長（石田  清） 次に、こども未来部、お

願いします。 

 こども未来課、若森課長。 

○こども未来課長（若森和歌子） 歳出から説明いた

します。こども未来課につきましては、執行状況に

よる減額補正となります。 

 資料２４５ページ、上から７行目になります。養

育支援訪問事業費、この事業は委託料のみの事業と

なりますが、実績見込みによる不用額の減額をして

おります。 

 それから、資料２４９ページ、７行目になります。

母子保健事業費です。こども未来課分につきまして

は、交付金３０５万円の減額となります。出産・子

育て応援給付金につきましては、今年度から妊婦支

援給付金と名称が変更になりましたが、移行時の予

算となります。それから、妊婦支援給付金は、実績

見込みによる交付金の減額をしております。 

 同じく２４９ページ、上から２枠目の予防接種事

業費になります。これも実績見込みによる減額とな

りまして、ワクチン代と、それから接種に係る委託

料、それから償還払いの費用となります。総額９３

０万円を減額しております。 

 次に、歳入です。２０５ページです。上から２枠

目、児童福祉費の補助金です。３行目、ファミリー・

サポート・センター事業の補助金５２万６，０００

円を減額しております。執行見込みにより、国の補

助金を減額するものです。県費につきましても、同

様に減額しております。 

 その下、上から３枠目になります、保健衛生費補

助金です。２行目になるかと思います。出産・子育

て応援交付金で、歳出予算で減額したものになりま

す。国の３分の２の６６万６，０００円を減額して

おり、県費は６分の１の１６万６，０００円を減額

しています。 

 それから、その下、妊婦のための支援給付交付金

５９５万円の減額になります。この交付金につきま

しては、国の１０分の１０の交付金を充当していま

すが、今年度の受入額は国の計算式による概算額と

なりますため、先ほど説明した歳出の減額と、それ
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から、歳入の減額の差はございます。この差額につ

きましては、決算をもって、２０２６年度に歳入す

ることになっています。 

 こども未来課の説明は以上です。 

○分科会長（石田  清） 続きまして、こども支援

課、吉本部次長。 

○こども未来部次長（吉本  努） まず、歳出のほ

うから、２４５ページをご覧ください。１行目、児

童扶養手当給付事業費１，２８２万１，０００円の

減額です。これらのほか、こども支援課所管分で計

上いたしておりますものは、いずれも決算見込みに

よる不用額を減額するものでございますので、個々

の説明は割愛させていただきます。 

 続いて、歳入です。歳入、２０１ページをご覧く

ださい。３つ目の表の一番下、母子生活支援施設入

所者負担金１万３，０００円の減です。これは、施

設入所者からの負担金であり、実績見込みにより減

額するものでございます。 

 次に、２０３ページをご覧ください。３つ目の表

の２枠目の１行目、母子生活支援施設措置費負担金

２９２万７，０００円の減です。これらのほか、先

ほど言いましたこども支援課所管分で計上してい

るものにつきましては、歳出に伴い、それぞれを決

算見込みによって歳入の国県負担金を減額するも

のでございます。 

 こども未来部の説明は以上です。 

○分科会長（石田  清） 続いて、観光文化部、お

願いします。 

 まず、文化・スポーツ振興課、原田課長。 

○文化・スポーツ振興課長（原田 泰三） 私のほう

からは、スポーツ分野のほうの説明をさせていただ

きます。 

 まず、歳出でございますが、２７７ページをご覧

ください。下の枠の一番上というんですかね、１つ

目の枠ですけども、生涯スポーツ振興事業費７４万

円というのが減額の分がございます。もう一つ、ボ

ート推進事業費ということで、１３３万８，０００

円という減額がございます。この補助金、負担金に

つきましては、いずれも実績見込みによる不用額と

いうことになります。 

 ちなみに、すみません、このボート推進事業費っ

ていうのは、全国市町村交流レガッタという大会が

昨年９月に豊岡で行われたんですけども、何回も言

っておりますが、議会チーム、クールファイブの皆

さん方が、２７チーム中、第３位ということで、非

常に輝かしい成績を収められたことをここに報告

を改めてさせていただきます。 

 歳入につきましては特に変動はございません。 

 スポーツ分野につきましては以上でございます。 

○分科会長（石田  清） 続いて、同振興課の福井

参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（福井 孝道） 私から、

文化芸術関係について説明をさせていただきます。 

 まず、歳出です。２２５ページをお開きください。

説明欄の３つ目の枠の９行目になります。基金管理

費の財政調整基金積立金２８１万６，０００円のう

ち２０２万円は、第１１回おんぷの祭典への寄附１

８２万円と市内の団体から社会教育事業に対して

頂きました寄附２０万円を財政調整基金へ積み立

てるものでございます。そのほかは決算見込みによ

る減額でございます。 

 続きまして、歳入です。２０５ページをお開きく

ださい。上の表の下から４つ目の枠の４行目、文化

芸術振興費補助金の１５７万３，０００円は、文化

庁の補助金額の確定見込みによる増額です。 

 続いて、２１３ページ、一番上の一般寄附金２８

３万円のうち１８２万円とその３つ下の社会教育

事業費寄附金の２０万円は、歳出で説明しました寄

附の分となります。そのほかは決算見込みによる補

正でございます。 

 私からは以上です。 

○分科会長（石田  清） 続いて、同振興課の武縄

参事。 

○文化・スポーツ振興課参事（武縄 真明） 私から

は、文化財室分について説明させていただきます。 

 歳出をお願いします。２７５ページ、上から１枠

目、１行目をご覧ください。人件費２９０万８，０

００円の減額のうち、文化財室分２７９万５，００
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０円を減額しています。 

 続きまして、その下の事業、埋蔵文化財発掘調査

事業費１４３万円を減額し、先ほどの人件費と合わ

せて４２２万５，０００円の減額となります。 

 事業の精算となりますけれども、その中で、民間

事業者の自己都合による発掘調査の一部事業延期

を決定し、本年度の人件費、事業費合わせて２８０

万円を減額し、次年度に事業を行うものです。 

 続きまして、歳入についてご説明させていただき

ます。２０３ページ、上から１枠目、２行目をご覧

ください。歴史博物館入館料の増額による８５万１，

０００円を増額しております。 

 続きまして、２１７ページをご覧ください。上か

ら１枠目、４行目となります。事業負担金の埋蔵文

化財発掘調査事業費負担金３９３万３，０００円を

減額しています。先ほどの民間事業の発掘調査延期

に伴う２８０万円が含まれております。 

 観光文化部からは以上となります。 

○分科会長（石田  清） 次に、教育委員会、お願

いします。 

 教育総務課、川崎課長。 

○教育総務課長（川崎 智朗） それでは、教育総務

課分について説明をいたします。 

 初めに、歳出です。議案書２２５ページをご覧く

ださい。説明欄の一番下の枠の上から９行目、基金

管理費の財政調整基金積立金２８１万６，０００円

のうち７９万６，０００円が教育総務課分です。市

内の企業及び団体から頂きました寄附金を積み立

てるものです。 

 ほかに、教育総務事務局費について計上しており

ますけども、事業費の決算見込みにより減額するも

のでございます。 

 次に、歳入です。２１３ページをご覧ください。

一番上の表の説明欄の上から３枠目、教育総務費寄

附金７９万６，０００円は、先ほど歳出で説明しま

した市内の企業及び団体から頂いた寄附金でござ

います。 

 次に、繰越明許費補正です。１８７ページをご覧

ください。事業名の一番下、図書館管理費です。図

書館の長寿命化改修工事のうち電気設備工事につ

いて、一部機器の納品が遅れており、今年度内の完

成が困難なため、設計監理業務と合わせまして３，

３５９万９，０００円を繰り越すものでございます。 

 最後に、債務負担行為補正です。１８８ページを

ご覧ください。生涯学習サロン指定管理料です。人

件費の増額等に伴い、限度額を６４万８，０００円

増額するものでございます。 

 教育総務課は以上です。 

○分科会長（石田  清） 次に、教育施設課、谷口

課長。 

○教育施設課長（谷口 祥規） まず、歳出です。歳

出につきましては、教育施設課分の事業費は、事業

費の決算見込みによりまして減額するものですの

で、説明は省略させていただきます。 

 続いて、歳入です。２０５ページをご覧ください。

説明欄の上から７枠目、学校施設環境改善交付金と、

その下の公立学校施設整備費負担金ですが、こちら

のほうにつきましては、このたび竣工いたしました

竹野学園整備工事への精算により、交付金のほうが

１，３１２万９，０００円の減額、負担金のほうが

３，６４５万１，０００円の増額となりました。合

計として２，３３２万２，０００円を増額として計

上するものです。 

 続きまして、２２１ページをご覧ください。公立

小学校整備事業費６８０万円の減額と、その下の公

立中学校整備事業債２，４１０万円ですが、こちら

も竹野学園の整備工事の精算により、起債を減額し

たものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（石田  清） 続いて、学校教育課、寺

坂課長。 

○学校教育課長（寺坂 浩司） 歳出は、決算見込み

による減額となります。 

 続いて、歳入です。２０９ページをお開きくださ

い。説明欄、上から６枠目、教育総務費補助金の校

内サポートルーム支援員配置事業費補助金８１万

６，０００円は、当初の見込額に対して、増額され

て交付決定されたことによるものです。 
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 次に、起債です。１９１ページをご覧ください。

一番上、スクールバス整備事業費について、入札実

績により、１，４００万円から１，１５０万円に減

額しています。 

 学校教育課は以上です。 

○分科会長（石田  清） 最後に、幼児育成課、向

原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） それでは、まず、歳

出です。２４３ページ、２つ目の表の下から３行目

をご覧ください。児童福祉総務費６１万円の減額、

それをはじめ、６つの事業費について、幼児育成課

では減額計上しております。全て決算見込みによる

精算となりますので、説明は省略させていただきま

す。 

 続きまして、歳入です。２０１ページの３つ目の

表の１行目をご覧ください。児童福祉費負担金、特

定教育・保育施設利用者負担金２２９万８，０００

円の減額、こちらは、いわゆる保育料なんですけれ

ども、決算見込みによります減額です。 

 そのほか、国県の補助金などですけれども、こち

らも決算見込みによる精算となりますので、説明は

省略させていただきます。 

 教育委員会の説明は以上です。 

○分科会長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 賛否の確認をいたします。 

 本案について、賛成とする委員は挙手をお願いし

ます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（石田  清） ありがとうございます。

全員賛成と認めます。 

 ここで、委員の皆さん、当局職員の皆さんから何

かありましたらご発言をお願いします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（石田  清） それでは、当局職員の皆

さんは、この後の委員会審査に関係する生活環境課、

国保・年金課、高年介護課、健康増進課、教育施設

課、幼児育成課を除いて、退席いただいて結構です。

お疲れさまでした。 

 ここで分科会を暫時休憩します。 

午後１時３５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時３６分 委員会開会 

○委員長（石田  清） よろしいですか。委員会を

再開します。 

 それでは、第５号議案、工事請負契約の締結につ

いてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 生活環境課、和田課長。 

○生活環境課長（和田 哲也） それでは、議案書１

１３ページをご覧ください。第５号議案、工事請負

契約の締結についてご説明申し上げます。 

 本案は、旧豊岡清掃センター解体工事の工事請負

契約を締結するもので、議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得又は処分に関する条例の規定によ

り議会の議決を求めるものです。 

 契約の目的は、旧豊岡清掃センター解体工事、契

約の方法は制限付き一般競争入札、契約の金額は１

４億４，７６０万円です。あとは記載のとおりでご

ざいます。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第５号議案は、原案のとおり可決すべきもの
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と決定しました。 

 次に、第６号議案、工事請負契約の締結について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 教育施設課、谷口課長。 

○教育施設課長（谷口 祥規） 議案書１１７ページ

をご覧ください。第６号議案、工事請負契約の締結

についてをご説明いたします。 

 本案は、三江小学校において校舎の長寿命化改修

建築工事を行うものでございます。 

 契約の方法は指名競争入札で、契約金額は２億５，

２７８万円です。契約の相手方は株式会社共栄建設

工業です。あとは記載のとおりです。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 北原委員。 

○委員（北原 大策） 備考欄にあります工期限とい

うのは、令和８年３月３１日とあるんですけど、こ

れはどういうことかをちょっとお聞かせください。 

○教育施設課長（谷口 祥規） こちらにつきまして

は、令和８年３月３１日となってるんですけども、

本年度予算ということで令和８年にしてるんです

けども、この議案が通りましてから、変更契約とい

うことで、今年の１２月末までを一応工期というこ

とで計画いたしております。 

○委員長（石田  清） よろしいか。 

○委員（北原 大策） はい。 

○委員長（石田  清） 大丈夫。 

○委員（谷出 裕子） 同じことです。 

○委員長（石田  清） いや、同じことですか。大

丈夫ですか。 

○教育施設課長（谷口 祥規） 委員長、いいですか。 

○委員長（石田  清） ちょっと止めますね。 

午後１時３９分休憩 

──────────────────── 

午後１時３９分再開 

○委員長（石田  清） 委員会を再開します。 

 もう一度、その説明をお願いします。 

○教育施設課長（谷口 祥規） 工期限の令和８年３

月３１日につきましては、仮契約の段階、入札の段

階で、業者に入札通知する段階では、予算が、２月

議会の補正予算の議決が通っておりませんので、あ

くまで８年の３月３１日と通知いたしております。

その後、２月の臨時議会におきまして、繰越予算の

ほうは承認いただきまして、その後、仮契約のこの

３月議会におきまして本契約といたした後に、工期

の変更を３月２６日以降に行って、一応今の予定で

は、本年の１２月末を予定いたしております。以上

です。 

○委員長（石田  清） ほかに質問、質疑はありま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第６号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第９号議案、豊岡市高齢期移行者医療費の

助成に関する条例等の一部を改正する条例制定に

ついてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） １３９ページをご

覧ください。第９号議案、豊岡市高齢期移行者医療

費の助成に関する条例等の一部を改正する条例制

定についてご説明いたします。 

 本案は、兵庫県の福祉医療費助成制度の改正に伴

い、他の公費負担医療費助成制度との併用による助

成を可能とするため、所要の改正を行うとするもの

です。 

 内容につきましては、条例案要綱によりご説明い

たします。１４３ページをご覧ください。 
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 １の改正内容ですが、（１）豊岡市高齢期移行者

医療費の助成に関する条例、（２）豊岡市重度障害

者医療費の助成に関する条例、（３）豊岡市ひとり

親家庭等医療費の助成に関する条例、これらの助成

について、兵庫県の福祉医療費助成制度の改正によ

り、当該制度と他の公費負担医療費制度、医療費助

成制度との併用による助成が可能になることに伴

い、被保険者等負担額の定義、福祉医療費の支給要

件等に係る規定を同様に見直すこととしています。 

 ２の附則におきまして、（１）で、この条例は、

令和８年７月１日から施行すること、（２）で、改

正後の条例の規定は、この条例の施行の日以後に行

われる医療に対する福祉医療費の支給について適

用し、同日前に行われた医療に対する福祉医療費の

支給については、従前の例によることとしています。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 北原委員。 

○委員（北原 大策） 高齢期移行者というのはどう

いう定義なのか、ちょっと教えてください。 

○委員長（石田  清） 坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） 高齢期移行者とい

いますのは、６０歳以上６５歳未満の被保険者の方

が対象となります。 

○委員長（石田  清） 北原委員。 

○委員（北原 大策） ５年間というのが、この移行

者というのに当たるんですか。 

○委員長（石田  清） 植田部長。 

○市民部長（植田 教夫） 高齢者医療の関係につい

ては、７５歳以上の方々は後期高齢者、６５歳以上

から７５歳までは前期高齢者、それに至るまでの５

年間については高齢期移行というふうな区分分け

になっております。 

○委員長（石田  清） よろしいですか。 

○委員（北原 大策） ありがとうございます。 

○委員長（石田  清） 何か加えることありますか。 

○市民部長（植田 教夫） 失礼しました。一つ間違

えました、すみません。 

○委員長（石田  清） 植田部長。 

○市民部長（植田 教夫） 申し訳ありません、訂正

をさせていただきます。 

 先ほど言いました、後期高齢が７５歳以上、６５

歳以上６９歳までが後期高齢移行、その間が前期…。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） ７０歳から…。 

○市民部長（植田 教夫） ５歳刻みになっていまし

て…。 

○委員長（石田  清） 坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） 申し訳ございませ

ん。訂正いたします。 

 ６５歳から６９歳以下が、高齢期移行になりまし

て、高齢期移行者で、７０歳から７５歳までが前期

高齢者、７５歳以上が後期高齢者になります。 

○委員（北原 大策） ありがとうございます。 

○委員長（石田  清） そのほか質疑はありません

か。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第９号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次に、第１０号議案、豊岡市こども医療費の助成

に関する条例の一部を改正する条例制定について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） それでは、１５１

ページをご覧ください。第１０号議案、豊岡市こど

も医療費の助成に関する条例の一部を改正する条

例制定についてご説明いたします。 

 本案は、こども医療費の助成について、外来療養

に対する助成対象者を高校生年代まで拡大し、１歳

から小学３年生までの保護者に係る所得制限を廃
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止するとともに、兵庫県の福祉医療費助成医療制度

の改正に伴い、他の公費負担医療費助成制度との併

用による助成を可能とするため、所要の改正を行お

うとするものでございます。 

 内容につきましては、条例案要綱によりご説明い

たします。１５４ページをご覧ください。 

 １の改正内容ですが、（１）は、定義の規定につ

いて、用語の加除を行い、（２）は、所得制限を受

けずに福祉医療費の助成を受けることができる対

象者の範囲を、乳幼児等の保護者まで拡大すること

としています。 

 （３）は、福祉医療費の支給について、医療保険

各法以外の法令、条例等の規定により、国、地方公

共団体等の負担において行われる医療に関する給

付との併用を可能にするとともに、高校生等に係る

入院以外の療養を支給対象に加えることとしてい

ます。 

 （４）では、高校生等に係る福祉医療費の支給を

受けようとする者は、市長に申請して、その認定を

受けなければならないこととすること。次の（５）

につきましては、福祉医療費の支給方法の特例につ

いて、その対象に高校生等が医療を受けた場合を加

えることを定めています。 

 ２の附則において、（１）で、この条例は、令和

８年７月１日から施行すること。（２）で、改正後

の条例の規定は、この条例の施行の日以後に行われ

る医療に対する福祉医療費の支給について適用し、

同日前に行われた医療に対する福祉医療費の支給

については、従前の例にすることとしています。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第１０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１２号議案、豊岡市立保育所の設置及び

管理に関する条例及び豊岡市立認定こども園の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 幼児育成課、向原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 議案書の１６５ペー

ジをご覧ください。第１２号議案、豊岡市立保育所

の設置及び管理に関する条例及び豊岡市立認定こ

ども園の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例制定についてご説明いたします。 

 本案は、乳児等通園支援事業、通称こども誰でも

通園制度の利用料の徴収について定めようとする

ものです。 

 １６８ページの条例案要綱をご覧ください。改正

の内容は、豊岡市立の保育所と認定こども園の設置

及び管理に関する条例において、乳児等通園支援事

業の利用料の徴収に係る規定を定めるものです。 

 附則で、この条例は、令和８年４月１日から施行

することとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 北原委員。 

○委員（北原 大策） この利用料の徴収というのは、

基本無料ということではなかったんですか。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 国のほうでは、１時

間３００円程度ということにされていまして、豊岡

市でも、公立の園については１時間３００円を頂く

ということに予定しております。 

○委員長（石田  清） よろしいですか。 

○委員（北原 大策） はい。 

○委員長（石田  清） そのほか質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第１２号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１３号議案、豊岡市特定乳児等通園支援

事業の運営に関する基準を定める条例制定につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 幼児育成課、向原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 議案書の１７１ペー

ジをご覧ください。第１３号議案、豊岡市特定乳児

等通園支援事業の運営に係る基準を定める条例制

定についてご説明いたします。 

 本案は、子ども・子育て支援法の改正に伴い、特

定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め

ようとするものです。特定乳児等通園支援事業とは、

乳児等通園支援事業所が乳児等支援給付費の支給

に係る事業を行うものである旨の市町村長の確認

を受けた事業ということになります。 

 １７３ページをご覧ください。条例の主な内容に

ついてご説明いたします。 

 第１条で、子ども・子育て支援法の規定に基づき、

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定

めるものとしております。 

 第２条１項では、条例に定める基準は、内閣府令

に定める基準とすること、第２項では、事業を行う

者が、暴力団等と関係を有するものであってはなら

ないこと、第３項では、暴力団等の支配を受けては

ならないことについて定めています。 

 なお、この条例は、附則で、令和８年４月１日か

ら施行することとしております。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 北原委員。 

○委員（北原 大策） 何度もすみません。この特定

乳児等というのはどういう定義ですか、教えてくだ

さい。 

○委員長（石田  清） 向原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 特定というのがつき

ますと、国から給付費をもらう事業という形になり

ます。ちょっとややこしいんですけど、特定がつか

ないものも誰でも通園制度なんですけども、特定が

つくのも誰でも通園制度で、特定がつくと、その事

業というのが、国から給付費をもらう事業というこ

とで、また、給付費をもらうために、確認という作

業が出てくるようなことがあります。以上です。 

○委員長（石田  清） 北原委員。 

○委員（北原 大策） 乳児自体の定義ではなくてと

いう意味ですね。 

○委員長（石田  清） 向原課長。 

○幼児育成課長（向原 芳江） 乳児が特定とかでは

なくて、その事業の名前で、頭に特定がつくという

ことなので、対象者等々、事業も何ら変わりはない

です。 

○委員（北原 大策） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

○委員長（石田  清） よろしいですか。 

 そのほか質問ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第１３号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１６号議案、令和７年度豊岡市国民健康
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保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） ３０３ページをご

覧ください。第１６号議案、令和７年度豊岡市国民

健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第４

号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ１，３７２万６，０００円を減額し、

予算の総額を８６億７，３６３万８，０００円と定

めています。 

 主な内容につきましては、事項別明細でご説明い

たしますので、３１６、３１７ページをご覧くださ

い。 

 まず、歳出です。総務費の賦課徴収費の減額は、

スマホ収納事務委託手数料の減額となります。 

 次の国民健康保険事業費納付金につきましては、

県補助金及び繰入金の補正額に伴う財源更正です。 

 次に、３１８ページの保健事業費の減額は、人件

費及び特定健診審査事業費等の決算見込みによる

不用額の減額となります。 

 次の基金積立金の減額は、県支出金の減額等に伴

い、歳入歳出額により減額調整するものでございま

す。 

 次の諸支出金、償還金の減額につきましては、療

養給付費等の県への返還見込みによる不用額の減

額となります。 

 次の３２０ページ、諸支出金、繰出金の増額につ

きましては、国保直診事業の資母診療所運営費の赤

字補填に係る特別調整交付金相当額を繰り出すも

のでございます。 

 続きまして、歳入です。戻っていただきまして、

３１２、３１３ページをご覧ください。県支出金の

減額は、県の交付金等確定額通知によるものでござ

います。 

 次の財産収入の増額は、国民健康保険財政調整基

金の利子の増額分でございます。 

 次の繰入金の減額につきましては、保険基盤安定

繰入金等の決算見込みによるものでございます。 

 次の諸収入の増額につきましては、第三者行為納

付金、不当利得返納金の増額見込みによるものでご

ざいます。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第１６号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１７号議案、令和７年度豊岡市国民健康

保険事業特別会計（直診勘定）補正予算（第３号）

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） それでは、議案書

の３２３ページをご覧ください。第１７号議案、令

和７年度豊岡市国民健康保険事業特別会計（直診勘

定）補正予算（第３号）についてご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ１２６万１，０００円を減額し、予算

の総額をそれぞれ８，８３８万６，０００円とする

ものです。 

 補正予算の主な内容につきましては、事項別明細

書によりご説明いたしますので、３３６、３３７ペ

ージをご覧ください。 

 まず、歳出ですが、１款総務費につきましては、

決算見込みにより人件費を減額補正し、一般管理費

では、空調設備の改修による包括管理業務委託料の

増額補正と負担金である公立豊岡病院からの資母

診療所への形成外科医の派遣費を減額補正するも
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のです。 

 ２款医業費につきましては、決算見込みにより、

検査手数料や医薬材料費を減額補正するものです。 

 次に、歳入ですが、戻っていただいて、３３２、

３３３ページをご覧ください。１款診療収入につき

ましては、決算見込みにより増額補正するものです。 

 ４款県支出金につきましては、僻地診療所設備整

備事業の補助金額の確定により減額補正し、また、

物価高騰対策一時支援金として、県からの補助金を

増額補正するものです。 

 ５款繰入金につきましては、決算見込みにより、

一般会計からの繰入金を減額補正し、事業勘定繰入

金につきましては、県からの国民健康保険特別調整

交付金の確定により増額補正するものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第１７号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第１８号議案、令和７年度豊岡市後期高齢

者医療事業特別会計補正予算（第４号）を議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課長、坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） ３４３ページをご

覧ください。第１８号議案、令和７年度豊岡市後期

高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）につい

てご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ５，９００万７，０００円を追加し、

予算の総額を１６億４，４５９万３，０００円と定

めています。 

 主な内容につきましては、事項別明細でご説明い

たしますので、３５４、３５５ページをご覧くださ

い。 

 まず、歳出です。総務費の一般管理費の増額につ

きましては、後期高齢者医療システムのサーバーＯ

Ｓの更新に係るウィンドウズサーバーパッケージ

調達費用となります。 

 次の後期高齢者医療広域連合納付金の増額につ

きましては、保険料及び保険基盤安定繰入金の決算

見込みによるものでございます。 

 続きまして、歳入です。３５２、３５３ページを

ご覧ください。保険料の増額につきましては、賦課

徴収金の決算見込みによるものでございます。 

 次の繰入金の減額につきましては、保険基盤安定

繰入金等の決算見込みによるものでございます。 

 次の諸収入の増額につきましては、保険料滞納延

滞金収入の増額見込みによるものでございます。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 北原委員。 

○委員（北原 大策） 歳出のほうの補正額が３９８

万何がしというのがあったと思うんですけど、これ、

サーバーの更新料ということですか。これは何年に

１回とかがあるんですか。 

○委員長（石田  清） 坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） これは、サーバー

の更新に伴いまして、パッケージ、このウィンドウ

ズサーバーパッケージを購入しないといけない、そ

の費用なんですけれども、この今の使っていますサ

ーバーのＯＳが２０１６でして、その保持の期限が

２０２７で切れてしまいますので、ちょっと更新せ

ざるを得ない状況になっているということで、更新

をさせていただきたいと。 

○委員長（石田  清） 北原委員。 

○委員（北原 大策） じゃあ、何年ごとにかかると

いうことではなく、ＯＳの更新に合わせて、もう致
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し方なくというような意味合いがあるんですかね。 

○委員長（石田  清） 坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） おっしゃるとおり

でございます。 

○委員（北原 大策） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

○委員長（石田  清） そのほか質疑はありません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第１８号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 委員会を暫時休憩いたします。 

午後２時０６分休憩 

──────────────────── 

午後２時０６分再開 

○委員長（石田  清） では、委員会を再開いたし

ます。 

 次に、第１９号議案、令和７年度豊岡市介護保険

事業特別会計補正予算（第５号）を議題といたしま

す。 

 当局の説明を求めます。 

 高年介護課、定元部次長。 

○高年介護課長（定元 秀之） 議案書の３５７ペー

ジをご覧ください。第１９号議案、令和７年度豊岡

市介護保険事業特別会計補正予算（第５号）につい

てご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出の予算の総額から歳

入歳出それぞれ１億９，６５３万７，０００円を減

額し、予算の総額をそれぞれ１０４億５，１１０万

７，０００円とするものです。 

 主な内容について、事項別明細書でご説明いたし

ます。 

 まず、歳出です。３７２、３７３ページをご覧く

ださい。上段の表、１款総務費、１目一般管理費に

おける増額は、税制改正などに使用する介護保険シ

ステム用パッケージの購入費用として計上いたし

ます。 

 また、このページから３８０、３８１ページの上

段の表、３款地域支援事業費までは、人件費、保険

給付費、委託料などの決算見込みにより減額するほ

か、国庫支出金等の決算見込みにより財源更正をし

ております。 

 主なものを説明いたします。３７２、３７３ペー

ジをご覧ください。下段の表、保険給付費の減額は、

第９期計画で、昨年度、城崎もしくは竹野圏域に小

規模多機能型居宅介護事業所の施設整備を予定し

ており、施設が完成いたしましたら、今年度から保

険給付費が増額すると計画では見込んでおりまし

た。しかし、公募をいたしましたが、施設整備を応

募する事業所はなく、その結果、保険給付費の減額

となりました。 

 その他の理由としましては、近年、高齢者の人数

が想定を上回るペースで減少していることや、今年

度はインフルエンザなどが蔓延したことなどから、

利用者が介護サービスを控えたこともあると思っ

ております。 

 再び、３８０、３８１ページをご覧ください。中

段の表、５款基金積立金は、介護給付費準備基金積

立金の利子の増額分、下段の表、７款諸支出金は、

国県負担金等精算返納金の減額であります。 

 次に、歳入です。戻っていただきまして、３６６、

３６７ページをご覧ください。このページの最初、

１款保険料から、３７０、３７１ページまでの９款

諸収入までは、決算見込みにより増額または減額を

しております。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 
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 討論はありませんか。 

 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第１９号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第２０号議案、令和７年度豊岡市診療所事

業特別会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 健康増進課、武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 議案書の３８５ペ

ージをご覧ください。第２０号議案、令和７年度豊

岡市診療所事業特別会計補正予算（第５号）につい

てご説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額から歳入

歳出それぞれ９１１万１，０００円を減額し、予算

の総額をそれぞれ３億１，２８９万２，０００円と

するものです。 

 補正予算の主な内容につきましては、事項別明細

書によりご説明しますので、４０４ページ、４０５

ページをご覧ください。 

 まず、歳出ですが、１款休日急病診療所費及び２

款森本診療所費につきましては、決算見込みにより

人件費を減額補正し、また、森本診療所の長寿命化

改修工事の精算により減額補正するものです。 

 ２款森本診療所費の医業費につきましては、決算

見込みにより消耗品費を減額補正するものです。 

 ４０６ページ、４０７ページをご覧ください。３

款神鍋診療所費の施設管理費につきましては、決算

見込みにより人件費を減額補正し、一般管理費では、

自動ドア等の設備改修により維持管理委託料を増

額補正するものです。 

 医業費につきましては、医薬材料費や機器借り上

げ料を減額補正するものです。 

 次に、４０８ページ、４０９ページをご覧くださ

い。４款高橋診療所費の施設管理費につきましては、

決算見込みにより人件費を減額補正し、一般管理費

では、空調設備改修により維持管理委託料を増額補

正と、負担金であります豊岡病院からの形成外科医

の派遣費を減額補正するものです。 

 医業費につきましては、決算見込みにより、手数

料と機器借り上げ料を減額補正するものです。 

 次に、歳入ですが、ページ戻っていただいて、３

９４、３９５ページをご覧ください。２款森本診療

所収入の外来収入につきましては、決算見込みによ

り減額補正をしております。 

 次に、３９６ページ、３９７ページをご覧くださ

い。２款森本診療所収入の医業債につきましては、

森本診療所の長寿命化工事の精算により減額補正

をしております。 

 ３款神鍋診療所収入の外来収入につきましては、

決算見込みにより減額補正をしております。 

 なお、３９４ページから４０１ページの１款休日

急病診療所収入から５款但東歯科診療所収入の県

補助金において、物価高騰対策一時支援金として、

県からの補助金を増額補正し、一般会計からの繰入

金については、決算見込みにより減額や増額の補正

を行っております。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 北原委員。 

○委員（北原 大策） 人件費による補正額の調整と

いうのはどういう意味なんですか、ちょっと教えて

ください。 

○委員長（石田  清） 武田課長。 

○健康増進課参事（武田 満之） 当初見込んでた予

算のほうを職員課のほうと調整しながら立てるわ

けなんですけども、その方が途中替えられたりとか、

例えば病気になられたりとかいうようなことで、途

中異動があったり、そういうようなことで変更する

ことがありますので、これにつきましては、３月に、

どういうんですかね、当初と変わった部分について

変更して、修正して補正するというような形を取っ

ております。 

○委員長（石田  清） 北原委員。 
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○委員（北原 大策） 職員さんがということですよ

ね。職員さんが病気になられたり、異動するという

意味ですよね。 

○健康増進課参事（武田 満之） そうですね。人件

費の当初予算を組むときには、大体１０月とか１１

月頃の人員を配置してしますので、そのときと違う

職員さんが入られたりとか、替わられたりというよ

うなことがありますので、そこの部分については３

月で精算するような形で調整しております。 

○委員（北原 大策） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○委員長（石田  清） そのほか質疑はございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） お諮りいたします。本案は、

原案のとおり可決すべきものと決定してご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第２０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第２１号議案、令和７年度豊岡市霊苑事業

特別会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

 当局の説明求めます。 

 生活環境課、小崎参事。 

○生活環境課参事（小崎 新子） 議案書４１７ペー

ジをご覧ください。第２１号議案、令和７年度豊岡

市霊苑事業特別会計補正予算（第２号）についてご

説明いたします。 

 本案は、第１条で、歳入歳出予算の総額にそれぞ

れ１２万円を追加し、総額を１，３７３万７，００

０円とするものです。 

 内容は、事項別明細書によりご説明いたしますの

で、４２９ページをご覧ください。 

 歳出は、霊苑整備基金の積立金利子収入の見込み

により、基金への積立金利子分について、１２万円

を計上するものです。 

 次に、４２７ページをご覧ください。歳入になり

ます。霊苑整備基金の積立金利子収入の見込みによ

り、１２万円を計上しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第２１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 次に、第３７号議案、豊岡市国民健康保険税条例

の一部を改正する条例制定についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 国保・年金課、坪内課長。 

○国保・年金課長（坪内 淳子） それでは、追加議

案書３ページをご覧ください。第３７号議案、豊岡

市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定

についてご説明いたします。 

 本案は、地方税法の改正に伴い、課税額の区分に

子ども・子育て支援納付金課税額を新設するととも

に、２０２６年度の国民健康保険税の算定における

税率等の改定を行うため、所要の改正を行おうとす

るものでございます。 

 なお、この税率等の改定につきましては、１月２

２日に開催された豊岡市国民健康保険運営協議会

から、２０２６年度豊岡市国民健康保険事業の基本

方針についての答申をいただき、その趣旨を尊重し、

提案しているものでございます。 

 ９ページをご覧ください。内容につきましては、

条例案要綱によりご説明いたします。 

 １の改正内容ですが、（１）は、第２条関係で、
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国民健康保険税の課税額として合算する額に、子ど

も・子育て支援納付金課税額を加えることを定めて

います。 

 次の（２）から（４）までは、第３条から第５条

の２関係で、医療分における基礎課税額に係る所得

割額の税率を１００分の６．５３、被保険者均等割

額を２万７，７００円、世帯別平等割額については、

一般世帯を１万７，８００円、特定世帯を８，９０

０円、特定継続世帯を１万３，３５０円とすること。

続く、（５）から（７）までは、第６条から第７条

の３関係で、後期高齢者支援金等課税額に係る所得

割額納税率を１００分の３．１１、被保険者均等割

額を１万３，４００円、世帯別平等割額については、

一般世帯を８，７００円、特定世帯を４，３５０円、

特定継続世帯を６，５２５円とすること。続く、（８）

から（10）までは、第８条から第９条の３関係で、

介護納付金課税額に係る所得割額の税率を１００

分の２．７４、被保険者均等割額を１万４，０００

円、世帯別平等割額を７，０００円とすること。続

いて、（11）から（14）までは、第９条の４から第

９条の７関係で、子ども・子育て支援納付金課税額

に係る所得割額の税率を１００分の０．２９、被保

険者均等割額を１，３００円、１８歳以上被保険者

均等割額を１００円、世帯別平等割額については、

一般世帯を９００円、特定世帯を４５０円、特定継

続世帯を６７５円とすることとしています。 

 次の（15）につきましては、第２１条関係で、低

所得世帯等に対する国民健康保険税の子ども・子育

て支援納付金課税額に係る被保険者均等割額及び

世帯別平等割額の軽減額を定めるとともに、基礎課

税額、後期高齢者支援金等課税額及び介護納付金課

税額の被保険者均等割額及び世帯別平等割額にお

けるそれぞれの軽減額を、軽減対象となる所得金額

等に応じて規定するものでございます。 

 ２の附則におきまして、（１）で、この条例は、

令和８年４月１日から施行すること、（２）で、改

正後の条例の規定は、令和８年度以後の年度分の国

民健康保険税について適用し、令和７年度分までの

国民健康保険税については、従前の例によることと

しています。 

 説明は以上です。 

○委員長（石田  清） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ご異議なしと認めます。よ

って、第３７号議案は、原案のとおりの可決すべき

ものと決定しました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午後２時２３分休憩 

──────────────────── 

午後２時３２分再開 

○委員長（石田  清） 委員会を再開します。 

 それでは、議事順序を変更し、４の報告事項に入

ります。 

 健康増進課から、豊岡市新型インフルエンザ等対

策行動計画の改定についての報告を受けます。 

 それでは、説明をお願いします。 

○健康増進課参事（澤口久美子） よろしくお願いし

ます。お時間取っていただいて、ありがとうござい

ます。 

 お手元のほう、資料、パワーポイントの資料なん

ですが、ご準備大丈夫でしょうか。 

 それでは、私のほうからは、豊岡市新型インフル

エンザ等対策行動計画の改定素案の概要について

ご説明させていただきます。 

 資料の１枚目のほうから説明をさせていただき

ます。計画の位置づけにつきましては、新型インフ

ルエンザ等対策特別措置法の第８条の規定に基づ

きまして、計画を改定することとなっております。

政府及び県行動計画と整合性を図りながら改定を

行う必要があります。豊岡市行動計画は、令和８年
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６月に改定を予定しております。 

 市計画の主な改正点ですが、政府、県行動計画に

基づいて、新型コロナ感染症の経験を踏まえて見直

しを行って、具体的で実効性のある内容とすること

としております。 

 ２枚目の資料になります。主な改定の内容ですが、

表の中で、旧計画と新計画を比較しております。 

 表の２段目になります、対象疾患につきましては、

旧計画では新型インフルエンザがメインでしたが、

新計画では、新型コロナウイルス、新型インフルエ

ンザ、また、それ以外の呼吸器感染症も念頭に、記

載を充実する予定としています。 

 ３段目は、発生段階から対策段階というふうな考

え方に変更されておりまして、準備期、初動期、対

応期の３期に分けて、準備期として、平時の取組が

充実するような記載を予定しています。市が取り組

みます対策項目を６項目から７項目へ変更して、内

容の拡大を予定しています。赤字にしております項

目が、拡充及び新規の項目となっております。 

 ３枚目の資料になります。今後のスケジュールと

しまして、本日、委員会のほうで素案の概要の説明

をさせていただきまして、学識経験者、県への意見

聴取を行います。以後、４月にパブリックコメント

を実施しまして、５月下旬の市長総括説明で策定の

ほうを報告させていただき、６月に計画の策定を予

定しております。 

 ４枚目の資料になります。対策の項目ごとの主な

取組の７項目の概要となります。本日は、主に旧計

画から変更になりました内容を中心に説明をさせ

ていただきます。 

 １つ目の実施体制については大きな変更があり

ませんので、今日は割愛させていただきまして、次

の５枚目の資料のほうをご覧ください。②情報提

供・共有、あとリスクコミュニケーションという言

葉が追加になっております。少し聞き慣れない、リ

スクコミュニケーションという聞き慣れない言葉

になっておりますので、左下のほうに注釈を入れさ

せていただいております。 

 追加内容としましては、各期において、偏見、差

別、ニセ、誤情報に対すること、また、市と市民等

との双方向のコミュニケーションの準備や実施と

なっております。 

 ６枚目になりますが、６枚目の蔓延防止につきま

しては、前計画にも記載がありましたので、今日は

飛ばさせていただきまして、次の７枚目の資料、④

のワクチンのほうをご覧ください。④、４つ目のワ

クチンにつきましては、新規項目となっております。

旧計画では、予防接種という項目での記載がありま

したが、ワクチン接種の接種体制について、より具

体的に記載を予定しております。 

 追加項目として、ワクチン接種に必要な資材の確

保、方法等、必要時、速やかに確保する体制の確保

と供給、また、健康被害救済という項目が追加を予

定しております。 

 ８枚目の資料をご覧ください。⑤保険は、新規項

目です。主に県が行います健康観察、生活支援に協

力することとしております。 

 ⑥の物資についても新規項目です。平時から感染

症対策物資の備蓄等の推進や円滑な供給に向けた

対策等の実施を行うこととしております。 

 最後、資料９枚目になります。７つ目の項目につ

きましては、旧計画にも記載されております内容で

すが、対応期の中の心身への影響に関する施策と教

育及び学びの継続に関する支援の内容を追加する

予定としております。 

 簡単な説明になりますが、以上です。 

○委員長（石田  清） 報告は終わりました。 

 委員の皆さんで、特に質問等があればお伺いしま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） ないですね。 

 それでは、健康増進部の皆さん方につきましては、

ここで退席していただいて結構です。お疲れさまで

した。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午後２時３９分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後２時５７分 分科会開会 
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○分科会長（石田  清） それでは、分科会を再開

します。 

 協議事項に戻りまして、（２）の意見・要望のま

とめに入ります。 

 まず、分科会意見・要望として、予算決算委員会

に報告すべき内容について協議いただきたいと思

います。 

 本日審査を行いました専決第２号、令和７年度豊

岡市一般会計補正予算（第１０号）及び第１５号議

案、令和７年度一般会計補正予算（第１１号）に対

する当分科会の意見・要望について協議いただきた

いと思います。 

 暫時休憩します。 

午後２時５８分休憩 

──────────────────── 

午後２時５８分再開 

○分科会長（石田  清） 分科会を再開します。 

 ただいま協議いただきましたけれども、特に当分

科会としては意見・要望を付さないという形になる

かなと思います。 

 そのことも含めて、分科会長の報告の案文につい

ては、正副分科会長に一任願いたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（石田  清） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 ここで分科会を閉会します。 

午後２時５８分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後２時５８分 委員会開会 

○委員長（石田  清） 委員会を再開します。 

 次に、委員会意見・要望のまとめに入ります。 

 本日委員会審査を行いました議案に対する当委

員会の意見・要望について協議いただきたいと思い

ます。 

 第５、６号議案、工事請負契約、第９、１０、１

２、１３、３７号議案、条例制定、第１６から２１

号議案までの各特別会計補正予算についてであり

ます。 

 暫時、委員会を休憩します。 

午後２時５９分休憩 

──────────────────── 

午後２時５９分再開 

○委員長（石田  清） 委員会を再開します。 

 それでは、ただいま協議いただきましたように、

特に委員会として意見・要望を付することはありま

せん。 

 それも含めまして、委員長報告の案文について、

正副委員長に一任願いたいと思いますが、ご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 異議なしと認め、そのよう

に決定しました。 

 次は、協議事項（３）番、その他について、委員

の皆さんから特にご発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（石田  清） 特になし。 

 次は、第５、その他、次回の委員会開催について

ですが、日時は明日、３月１７日火曜日９時３０分

から、場所は当委員会室にて開催します。 

 それでは、以上をもちまして文教民生委員会を閉

会いたします。お疲れさまでした。 

午後３時００分閉会 

──────────────────── 


